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災害警戒情報が出された後も，各地で大雨が
降り続いた。降り始めからの総雨量は，紀伊半
島を中心に広い範囲で1,000ミリを超え，一部
地域の総雨量は，レーダーと地上の雨量計に
よる解析雨量で，2,000ミリ以上に達した。地
域によっては，数日間で半年分の雨量を観測し
た 2）。まさしく，「これまでに経験したことがな
いような」記録的な大雨であり，重大災害の可
能性が著しく高まっていた。気象庁では，雨量
のデータを発表するなどして，降り続く大雨に
対する厳重な警戒を繰り返し呼びかけていたの
だが，警報のレベルを超える非常事態を端的
に分かりやすく伝えるメッセージとしては弱かっ
た。後日，自治体からは「雨量の数値だけでは，
どの位危険な事態になっているのか分かりにく
い」という指摘が相次いだ 3）。

   はじめに

気象庁は2013年8月30日から，特別警報の
運用を始めた。特別警報は，警報が発表され
るレベルをはるかに超える異常な自然現象が予
想され，重大な災害が起こるおそれが著しく大
きい場合に出される1）。つまり，超弩級の非常
事態になっていることを伝える情報である。

気象庁が特別警報を新設したのは，紀伊半
島に大きな被害をもたらした2011年の台風12
号による大雨災害や東日本大震災で，重大災害
の危機感と切迫性を十分に伝えきれず，住民の
避難を必ずしも迅速，的確に促すことができな
かった事情による。

このうち2011年の台風12号は，大型な上に
動きが遅かった。そのため，大雨警報や土砂

台風による大雨と初の特別警報
～危機の情報はどう伝わったか～

メディア研究部  福長秀彦
世論調査部  政木みき/ 河野　啓

気象庁は2013年9月16日，台風18号の接近に伴う大雨で滋賀・京都・福井の3府県62市町に大雨特別警報を出
した。本稿の目的は，初めての特別警報を気象庁はどのように発表し，放送メディアと市町村はどう伝えたか，住民
は，いつ，どのようにして知り，どう反応したかを明らかにすることにある。調査結果は以下の通りである。
■気象庁は，3 府県で 48 時間降水量と土壌雨量指数の 5 キロ四方メッシュがそれぞれ 50 格子以上で 50 年に一度

の値を超え，さらに大雨が続くと判断し，大雨特別警報を発表した。
■ NHK は，発表直後，テレビの地域放送と全国放送でチャイム付きの字幕速報をした。ラジオは全国放送と地域

放送で通常番組を中断し速報した。第 1 報の原稿は，危機感が伝わるよう断定調の表現を使った。特別警報の
意味や必要とされる行動を分かりやすく，繰り返し伝えた。

■京都市と福知山市は，河川のはん濫が迫り，防災対応に追われる中で特別警報を受信した。携帯端末向けのメー
ルのほか，情報伝達手段をフルに活用して住民に伝えた。福知山市では，市内全域への避難指示の呼びかけに
急きょ特別警報の文言を加えた。

■大雨特別警報が出たことは住民の多くに伝わっていたが，高齢者ほど知らなかった人が多い。知った時刻も，避
難に時間がかかる高齢者ほど遅かった。災害弱者に周知が行き届いていない。住民に事態の深刻さはある程度
は伝わっていたが，危険回避の行動をした人は少ない。特別警報を知った手段では，テレビとメールが多かった。
発表後 1 時間以内はメールが多く，1 時間以後はテレビが多い。
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特別警報が新設されたのは，大雨，暴風，
高潮，波浪，大雪，暴風雪の6種類である。
警報の発表基準を大幅に上回る，数十年に一
度という激しい気象現象が特定の地域で予想
される場合に市町村ごとに発表される。但し，
特別警報は，広範なエリアに被害が及ぶ大規
模災害の危険性を想定しているので，実際の
運用に際しては，府ないしは県レベルなどの広
域で 4）複数の市町村に発表されることになる。

この他，既存の大津波警報と火山の噴火警
報（居住地域），緊急地震速報（震度6弱以上）
も特別警報と位置づけられた。

特別警報の伝達を確実にするため，都道府
県に対しては市町村への通知が，市町村に対し
ては住民などに周知する措置を講じることが，
気象業務法の改正で新たに義務付けられた 5）。

特別警報が運用されるからといって，通常の
警報を出す基準が格下げされた訳では決してな
い。特別警報発表の要件を満たさない，狭い
範囲の集中豪雨でも，重大な災害が起こる可能
性は十分にある。「特別警報が発表されていな
いから，まだ大丈夫」と警報が軽視され，避難
の足を鈍らせることがあってはならない。気象庁
をはじめ，自治体，メディアは特別警報の意味
を国民や視聴者に正確に周知する必要がある。

特別警報の運用がスタートしてから約2週間
後の2013年9月13日，小笠原諸島の近海で台
風18号が発生した 6）。台風18号は，日本の南
海上を北上し，翌14日午前9時には，風速15
メートル以上の強風域が半径500キロを超える
大型の台風に発達した。その後，さらに勢力
を強め，15日午後6時には，風速25メートル
以上の暴風域を伴う台風となった。

台風18号の接近に伴い，近畿，東海地方
では，15日から16日までの総雨量が，各地で

400ミリを超え，京都府，滋賀県，福井県では，
数十年に一度の大雨となった。

16日午前5時5分，気象庁は，これら3府
県の62市町に，「重大な災害が起こる可能性
が著しく高まっている」として，初めての特別
警報（大雨特別警報）を出し，「ただちに命を
守る行動をとってください」と最大限の警戒を
呼びかけた。

初めての特別警報を気象庁はどのようにして
発表したのだろうか。市町村はどのように対応
し，放送メディアはどう伝えたのか。さらに，
住民は特別警報を，いつどのように見聞きし，
どのように受けとめたのだろうか。事態の深刻さ
は果たして的確に伝わったのか。情報伝達の課
題は何か。これらを明らかにすることが本稿の
目的である。このうち，住民の反応については，
大雨特別警報が出された3府県の2,979人を対
象に電話による世論調査を行った。なお，Ⅰ～
Ⅳ章は福長が，Ⅴ章は政木，河野が執筆した。

  Ⅰ  大雨特別警報とは何か

大雨特別警報は，大雨によって，重大な土
砂災害ないしは浸水害が起こるおそれが著しく
大きい場合に出される。このうち，浸水害とは，
大雨により地面の水はけが悪くなり，側溝や下
水から水があふれて住宅が水に浸かるなどの

「内水はん濫」による災害を言う。予想する災
害の種類を土砂災害ないしは浸水害としている
ことは，大雨警報と同じである。一方，大雨に
よる河川の洪水「外水はん濫」は，大雨特別警
報の対象とはされていない。「外水はん濫」は，
各地の気象台が国土交通省もしくは都道府県と
共同で出す「指定河川洪水予報」，あるいは気
象台が単独で不特定の河川全般について発表
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する「洪水注意報」「洪水警報」の対象である。
大雨特別警報は，どのような時に発表される

のだろうか。気象庁は発表の基準として，「台
風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量とな
る大雨が予想され，若しくは，数十年に一度の
強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨
になると予想される場合」と定めている7）。

発表基準中の「数十年に一度の降雨量とな
る大雨」や「数十年に一度の台風」とは，一体
どの程度を指すのだろうか。気象庁では，そ
れらの数値を指標化し，発表基準を満たす事
態となっているのかどうか，つまり，大雨特別
警報を発表するかどうかを判定する目安を作っ
た。目安には，以下の3 種類があり，要件を
満たす場合には，大雨特別警報を出す。

〔1〕大雨が長時間のケース

全国を5キロメートル四方に区切った格子状の
メッシュで，48時間降水量と土壌雨量指数が50
年に一度の値以上となることが予想されるもの
が，府県レベルの広域でそれぞれ50格子以上
あり，かつ，さらに大雨が続くと予想される場合。

〔2〕大雨が短時間のケース

全国を5キロメートル四方に区切った格子状
のメッシュで，3時間降水量と土壌雨量指数が
50年に一度の値以上となることが予想されるも
のが，府県レベルの広域でそれぞれ10格子以
上あり，かつ，さらに大雨が続くと予想される
場合。ただし，メッシュの10格子以上というの
は，3時間降水量が150ミリ以上と予想される
ものをカウントする。

〔3〕台風 / 温帯低気圧による大雨のケース

中心気圧930hPa（ヘクトパスカル）以下また

は最大風速50メートル/秒以上の「伊勢湾台風」
級の台風や同程度の温帯低気圧が来襲する場
合。但し，沖縄地方，奄美地方及び小笠原諸島
については，中心気圧910hPa以下または最大
風速60メートル/秒以上とする。発表の対象エ
リアは，台風の場合は，上記の中心気圧と最大
風速を保ったままで，中心が接近，通過すると
予想される予報円内。温帯低気圧は，上記の
最大風速と同程度の風速が予想される地域。

〔1〕と〔2〕で降水量や土壌雨量指数に使わ
れる50年に一度の値というのは，1991年から
2010年までの20年間分の観測データを用い
て，統計的に推計した値である。つまり，メッ
シュごとに予め50年に一度の推計値を用意して
おき，これを超えるかどうか予測をする。50年
に一度の推計値を超えると予測されるメッシュ
は，府県レベルの広域に一定数以上カウントさ
れることが要件となっている。

これは，大雨特別警報が，比較的広い地域
で大規模災害の危険性が高まっている事態を
想定しているためである。狭い地域に災害が限
定される局地的な豪雨は対象としていない。そ
のため，大雨特別警報が発表される地域単位
は，警報同様に市町村であるが，実際の運用
では，府県レベルの広域で複数市町村に発表
されることになる。

本稿執筆中の2013年10月16日，台風 26号
の接近に伴い，伊豆大島では，午前5時まで
の3時間に334ミリという猛烈な雨が降り，大
規模な土砂流で35人が死亡，4人が行方不明
となる大災害が起きた 8）。伊豆大島の3時間降
水量のメッシュは9格子で，50年に一度の推
計値の平均は147ミリである。9格子とも，ア
メダスの実況値が50年に一度の推計値を超え
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たが，気象庁では，府県レベルの広域で大雨
が降り続くという要件を満たしていないとして，
大雨特別警報を発表しなかった。大雨特別警
報が発表されなくても，大雨警報や土砂災害
警戒情報が出ていれば，重大災害が起きる可
能性は十分にある。
〔1〕～〔3〕の要件に該当しているかどうか

を速やかに判定し，大規模災害が実際に発生
する前に，なるべく早く特別警報を出すことが
望ましい。目安の〔3〕のように伊勢湾台風級
の猛烈な台風の場合には，進路予測によって，
接近する前に特定の地域に大雨特別警報を発
表したり，発表の可能性があることを伝えたり
することは可能である。しかし，予想を超える
大雨が急激に降る〔2〕では，大災害の危険性
がかなり切迫しているか，すでに災害が発生し
ている段階で，大雨特別警報が出されること
になる。〔1〕による大雨特別警報発表から災害
発生までのリードタイムは〔2〕ほどは短くない
であろうが，発表時は，やはり相当に切迫した
事態となっていることが予想される。

このため，気象庁は，大雨特別警報が出さ
れた地域では，市町村の情報に従い，直ちに
避難所に避難するか，外に出るのが危険な場
合には，家の中の安全な場所に移動するなど，
直ちに命を守る行動をとることが必要であると
している。

大雨特別警報は基本的には大雨警報が出さ
れている市町村に発表される。警報の前段階
の注意報からいきなり特別警報に引き上げられ
ることはない。但し，注意報から警報に切り替
わろうとしている場合には，注意報から特別警
報へ引き上げられることもある。

大雨特別警報を発表するのは，地方気象台で
ある。気象庁本庁や地方中枢と呼ばれる管区気

象台などと連携し，それらの統括の下で発表す
る。地方気象台の当番の予報官が情報端末に
大雨特別警報を入力すると，通信回線で自治体
などの防災関係機関や報道機関に伝達される。

  Ⅱ  初の大雨特別警報は
　　　　　　どのように出されたか

Ⅱでは，気象庁が初めての大雨特別警報を
発表した経過を明らかにする。

1  気象庁記者会見（9 月 14 日夕刻）

台風18号が発生した翌日の9月14日，東京・
大手町にある気象庁本庁では，午後5時前か
ら臨時の記者会見が開かれ，主任予報官が台
風18号の特徴や風雨の見通しなどを説明してい
た。この頃（14日午後6時現在），台風18号は
まだ日本列島のはるか南海上にあって，毎時25
キロの速度で北西に進んでいた。中心気圧は
985hPa，中心付近の最大風速25メートル，風
速15メートル以上の強風域は中心から北東側
650キロ，南西側370キロの範囲に及んでいた。

主任予報官は，「台風が日本に接近する前の
15日から，四国から東北にかけての太平洋側を
中心に大雨となり，台風が接近する16日にかけ
て，さらに雨量が増えるおそれがある」などと
説明した。これは，15日以降，日本海に秋雨
前線が南下し，台風18号からの湿った空気が
大量に日本列島上空に流れ込むことが予想さ
れたためである。

台風の接近に伴う大雨によって，初めての特
別警報が出される可能性が果たしてあるのか
どうか，記者から質問が出た。主任予報官は，

「大雨の特別警報が発表される可能性もある」
と答えた。
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台風18号の中心気圧や最大風速からして，
今後勢力を強めたとしても，大雨特別警報を発
表する目安〔3〕に及ぶ可能性は低い。発表する
とすれば，〔1〕か〔2〕，恐らくは〔1〕によるもの
となるであろう…。しかし，どの地域に大雨特
別警報を出すことになるのかは，この時点では，
気象庁としても確証がある訳ではなかった。

2  降水量の時系列（15 ～ 16 日）

気象庁が15日午前6時に出した「台風に関
する全般情報」によると，日本列島には台風
18号の接近前から，暖かく湿った空気が大量
に流れ込み，太平洋側上空を中心に雨雲が発
達していた。このため，近畿と東海地方の多い
ところでは，16日朝までの総降水量が600ミリ
に達すると予想していた。

気象庁の予想通り，15 ～ 16日の総降水量
は，三重県宮川で575.5ミリ，奈良県上北山で
542.5ミリ，滋賀県朽木平良で494.5ミリ，福井
県小浜市で413.5ミリなど近畿・東海地方を中
心に各地で400ミリを超えた。レーダーによる
降雨量の推計値をアメダスの観測値で補正し
た解析雨量では，浜松市など3地点で1時間
に約110ミリ，京丹後市（京都府）など4地点
で1時間に約100ミリの猛烈な雨が降った。こ
の雨で京都府には15日午後9時25分，「記録
的短時間大雨情報」が出された。
図1は，4つのアメダス観測点で記録された，

15 ～ 16日の降水量を1時間刻みの時系列で表
したものだ。横軸は時間経過，左側の縦軸は
1時間当たりの降水量の目盛り，右側の縦軸は
総降水量の目盛りを表す。

棒グラフは1時間毎の降水量，折線グラフは
降り始めからの積算の降水量である。破線は9
月の月間降水量の平年値である。

図1　降水量の時系列

三重県　大台町・宮川

京都府　綾部市・睦寄

福井県　小浜市・小浜

滋賀県　高島市・朽木平良
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図1を見ると，各地とも15日夕方から雨足が
強くなり，16日未明がピークとなっている。綾部
市や小浜市では，16日午前2時頃には，前日の
降り始めからの降水量が9月1か月分の月間降
水量を超えてしまった。気象庁は，いつ頃から
大雨特別警報の判定作業に入ったのだろうか。

3  判定作業（16 日明け方）

気象庁では，本庁や管区気象台，地方気象
台の予報官が，48時間降水量と3時間降水量，
土壌雨量指数のメッシュを映し出す端末の画面
をモニターし続けていた。メッシュはそれぞれ
の種類ごとに全国で約1万4,000もある。メッ
シュには，50年に一度の推定値が予め入力され
ている。メッシュは実況値が50年に一度の推
定値以上になると，色が白から赤へと変わる。
48時間と3時間雨量で使われる実況値は解析
雨量である。

16日午前0時過ぎ，近畿地方のメッシュ約
1,000格子のうち滋賀県内の1つが赤に変わった。

大阪管区気象台の予報現業室では，前日か
ら予報業務の担当官を通常の3人から9人に増
強していたが，赤いメッシュが現れたため，直
ちに彦根気象台と万一に備えて，判定の手順
を確認した。

メッシュは30分ごとに更新される。午前4時
頃，端末が午前3時30分現在のメッシュを表示
した。その時，滋賀県と京都府の赤いメッシュ
は48時間降水量で26格子，土壌雨量指数で
55格子に増えていた。このため，気象庁は，大
雨特別警報を出すための判定作業に着手した。
3時間降水量のメッシュは殆ど白のままであった
から，前述の目安〔1〕による判定作業となった。

50年に一度の推計値を実際に超えるか超え
そうなメッシュの数だけでは，大雨特別警報を

発表することはできない。今後も大雨が降り続
くという見極めが必要だ。気象庁では，降水ナ
ウキャストや降水短時間予報 9），レーダー画像な
どを使って判定作業を進めた。その結果，少な
くとも午前8時頃までは雨足が強い状態が続く
と判断した。

午前4時50分頃，午前4時半現在のメッシュ
が端末のディスプレイに表示された。その時に
は，滋賀県と京都府の赤いメッシュが48時間降
水量で61格子，土壌雨量指数で89格子に達し，
目安〔1〕の「それぞれ50格子以上」を上回って
いた。つまり，午前4時半の段階では，50年に
一度の推計値を実況値が上回るメッシュが既に
目安の数に達していた訳だ。赤いメッシュの分
布は福井県にも拡がっていた。図2に午前4時
30分現在のメッシュ図を示す。図の黒くなってい
る部分が赤く変わったメッシュの格子群である。

午前4時55分，気象庁は大雨警報が出され
ていない滋賀県豊郷町を除く3府県の62市町
に初めての大雨特別警報を出すことを決めた。

大雨特別警報の発表時間は9月16日午前5
時5分，京都，彦根，福井の各地方気象台の
当番予報官が一斉に情報端末のマウスをクリッ
クして，初めての大雨特別警報を自治体などの
防災関係機関やNHKなどの報道機関に伝達し
た。このうち，福井地方気象台は，発表19分
前の午前4時46分，福井県に対し，大雨特別
警報の発表を検討中であることを連絡し，発
表後の午前5時12分～ 45分にかけて，福井県
内の17市町村に電話で伝えた 10）。大雨特別警
報の発表の後，大阪管区気象台の予報官の一
人は，テレビの速報状況を確認したが，河川の
増水など切迫した状況を伝える報道を見て，と
にかく住民に特別警報がうまく伝わって欲しい
と痛切に思った。

JANUARY 2014
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  Ⅲ  NHK はどう速報したか

公共放送のNHKは，気象業務法によって，
放送メディアの中で唯一，警報と同様に，特別
警報についても放送が義務付けられている。初
めての特別警報にNHKはどのように対応した
のだろうか。本稿では，報道現場の証言など
を基に，できるだけ細かな事実関係を再現し，
記録として残すこととした。

1  特別警報発表への警戒感（13 日～）
台風が発生した13日の午後4時半，東京の

NHK放送センターでは，台風18号についての
ミーティングが開かれた。ミーティングには，台
風の取材に当たる報道局社会部や映像取材
部，テレビ，ラジオの制作部門，地域局との
連絡部門，放送番組の時間帯を決める編成部
局の代表者らが出席し，社会部が，台風18号
の勢力や進路，大雨や暴風の見通しについて
説明した。この中で，社会部のニュースデスク
は，「日本海側からも既に湿った空気が大量に
流れ込んでおり，台風の接近に伴い，初の特

別警報が発表される事態となるおそれがある」
と警戒感を伝えた。

この段階では，気象庁から発表の可能性に
ついて伝えられていた訳ではなかったが，2013
年は，7月末から8月初旬にかけて，秋田県と
岩手県，山口県と島根県で，特別警報に相当す
る記録的な大雨が降ったこともあって，社会部
では特別警報発表への警戒感が強まっていた。

台風18号が日本列島に接近する15日は日曜
日，16日は敬老の日で休日である。14日の土
曜日から休みという事業所も多い。連休で人び
との移動も考えられた。このため，NHKでは，
早めに警戒を呼びかけることを決め，総合テレ
ビの全国放送では，13日夜7時の「ニュース7」
以降，メインのニュースのトップ項目で台風18
号について伝えた。

翌14日の「ニュース7」は，同日夕刻に開か
れた気象庁の記者会見で，主任予報官が大雨
特別警報を発表する可能性があると伝える映
像を放送した。放送画面には，「特別警報 発
表のおそれも」と字幕を出した。

15日の夜以降は，近畿や東海地方など各地

図 2　9月16日午前 4 時 30 分現在のメッシュ図

3 時間降水量指標 48 時間降水量指標 土壌雨量指数指標
( 注 ) 大阪管区気象台予報課提供

3 時間降水量指標 48 時間降水量指標 土壌雨量指数指標
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の市町村に，大雨警報や洪水警報が次 と々出
され，地域の放送局が速報していた。総合テ
レビの全国放送では，16日の午前0時からほ
ぼ1時間おきに台風18号のニュースを放送して
いた。16日午前3時，台風18号は，和歌山県
潮岬の南方約80キロの海上を1時間に30キロ
の速さで北北東に進んでいた。和歌山県の一
部が暴風域に入った。

前出の社会部ニュースデスクによると，午前
3時過ぎのレーダー画面では，太平洋側の暴
風域がかかっている地域は，雨雲の切れ目が
見られたが，若狭湾から近畿北部にかけては，
まるで刷毛で絵の具を塗ったように全く雨雲の
切れ目が見られなかったと言う。

午前4時30分，気象庁に詰めている社会部
の担当記者から電話で「気象庁が大雨特別警
報の判定作業に入っている。京都府，滋賀県，
福井県に出されそうだ」と連絡が入った。社会
部では，この情報を，京都局と大津局を統括す
る大阪局，福井局を統括する名古屋局のニュー
スデスクに直ちに伝えた。そして，朝のニュース
番組「おはよう日本」の制作スタッフとともに，速
報用の字幕の作成にとりかかった。また，大雨
特別警報発表の予定稿も準備した。午前5時
前，気象庁にいる担当記者から，間もなく特別
警報が発表されるという連絡が入った。ニュース
デスクは，まだ寝ている人が多い時間帯で，速
報に気づいてもらえるかどうか気がかりだった。

2  初の特別警報を速報（16 日明け方～）

2 －（1） 地域局の速報対応

NHK社会部が判定作業開始の情報をキャッ
チした午前4時30分頃，大阪局の報道フロア
では9人のニュースデスクをはじめ，多数の職
員・スタッフが総出で台風報道に従事し，騒然
としていたが，大津局のニュースデスクから「彦
根地方気象台が，滋賀県に大雨特別警報を出
すことを検討中」という情報が入った。同局の
記者が，大阪管区気象台に問い合わせたとこ
ろ，滋賀県だけでなく京都府，福井県について
も検討中であることが分かった。情報を社会部
に照会し，確認した。午前4時55分過ぎには，
彦根地方気象台が特別警報を間もなく発表する
との情報が入り，大阪管区気象台と社会部への
照会で，程なく3府県に発表されることを確認
した。筆頭のニュースデスクが，報道フロアの
マイクで「大雨特別警報，間もなく発表」と大
声で周知した。

午前5時頃，大阪局のニュースデスクの一人
は，警報文の受信端末の前で，大雨特別警報
の入電を待ち構えた。午前5時5分，端末のア
ラーム音が鳴り，特別警報が入電した。警報文
の入電と同時に，ニューススタジオ前の副調整
室では，緊急情報卓の端末が，速報用の字幕
が自動生成されたことを示す「特別警報，特別
警報」というアラームを発した。テレビニュース
の制作責任者が確認の上，送出のボタンを押し，
警報文入電直後の午前5時5分，初の大雨特別
警報を伝えるチャイム音付きの字幕速報が，総
合テレビとEテレで近畿地方向けに放送された。

字幕は2 種類で，最初に「特別警報発表　
数十年に一度の災害の危険性」，その後すぐ
に「特別警報〔大雨〕市町名」の字幕を出した。
大雨特別警報が出された市町は滋賀県が19市

画像１　9月14日NHKニュース7 放送画面

（注）画面の人物は気象庁主任予報官

JANUARY 2014



10 　JANUARY 2014

町，京都府が26市町の計45市町もあり，字幕
のテロップは17枚にもなった。

一方，ラジオは東京のラジオセンターが全国
向けに速報した後の午前5時10 分52 秒から約
5分間，近畿地方向けに，第1とFMのサイマ
ルで大雨特別警報の第1報を伝えた。社会部
が作成した原稿を2回繰り返しアナウンスした。

大雨特別警報が発表された16日午前5時5
分現在，台風18号による大雨で，滋賀県では
1人が行方不明，兵庫県と和歌山県では4人
がけがをしていた。桂川や由良川などの流域
では，はん濫危険情報が出され，京都府で約
1万9,900世帯，4万6,000人に，滋賀県で約
5,530世帯，7,140人に避難の指示や勧告が出
されていた。前述の筆頭ニュースデスクは「既
に近畿各地で災害が発生していたから，特別
警報が出されるのは当然だと思った。災害の
発生場所を特定することに懸命になっていたの
で，特別警報の発表によって，改めて何か取
材の指示を出したということはなかった。災害
報道に携わる者の一人として，重大な災害が発
生する前に，少しでも早く特別警報を発表して
もらいたいと思う」と話している。

福井局では，午前5時6分，総合テレビとE
テレで，福井県向けにチャイム付きの字幕速報
をした。字幕では「特別警報発表　数十年に
一度の災害の危険性」，「特別警報〔大雨〕福
井県全域」と伝えた。ラジオ第1は5時12分
10秒から2分40秒間，福井県向けに速報した。
その後で，福井県向けにFMでも速報のアナウ
ンスをした。

2 －（2） 全国放送の速報対応

NHKの場合，気象警報は，各地の放送局
がそれぞれの地域向けに速報している。しか

し，特別警報は，警報の発表基準をはるかに
超える異常な気象現象によって，比較的広い
地域で大規模災害の危険性が迫っている事態
を伝える情報である。そのため，NHKでは，
地域放送とともに，全国放送でも速報した。

全国放送のうち，テレビは特別警報発表か
ら2分後の午前5時7分，総合・Eテレ・BS2
波でチャイム付きの字幕速報をした。全国放送
の字幕は，「大雨特別警報 最大級の警戒を 滋
賀県・京都府・福井県」「大雨特別警報 直ちに
安全確保 滋賀県・京都府・福井県」の2種類で，
これを数秒間隔で交互に繰り返し，2分以上に
わたって速報の字幕を出し続けた。

一方，ラジオは午前5時7分50秒から第1と
第2，FMの通常の番組を中断し，3波サイマ
ルで，約1分40秒間，大雨特別警報の第1報
を速報した。

アナウンサーが読む第1報の原稿は，危機が
迫っていることを端的に，明快に伝えるため，

画像 2　大雨特別警報の字幕速報
（9月16日NHK 総合）
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言い切り型の断定調の表現が使われた。5時9
分から総合テレビで放送された社会部の原稿を
以下に示す（下線は筆者記入，言い切り型の
断定調表現の部分）。

社会部では，断定調の表現は，多用すると，
アピール力が逓減してしまうおそれがあるので，
度々は使えないとしている。特別警報が出され
るのは，1年に2回程度とされているが，差し
迫った脅威を如何にアピールするか，表現の検
討を続けると言う。

特別警報の運用開始から，半月しか経って
いないこともあり，NHKでは，大雨特別警報
の意味や必要とされる行動を分かりやすく，丁
寧に伝えようと努めた。

このうち，総合テレビでは，午前5時10 分
から災害担当記者が出演し，「特別警報とは，
命の危険に関わる非常事態が迫っていることを端

的に伝えるための情報です」などと解説した 11）。
また，大雨特別警報が出された地域では，ど
のような行動をとれば良いのかというアナウン
サーの質問に答えて，「すぐに命を守る行動をと
る必要があります。自治体の情報に従って，直ち

に安全な場所に避難する，あるいはですね，いま

夜ですので外はなかなか見えづらい状況です。大

雨で既に浸水しているという場合もあるんですね。

そうした場合には，外に出るのは，むしろ危険な

場合もあるんです。無理に外に出るよりも家にとど

まって例えば2階以上に上がるとか，そういった行

動をとることが有効な場合もあるので，よく周りの

状況を確認して，そして最新の情報を得て避難す

る，あるいはとどまる，そういった判断をして頂き

たいと思います」と呼びかけた。
午前5時19分からの気象予報士のコーナー

では，崖ぞいの住宅を模した大型のコンピュー
ター・グラフィックを画面一杯に映し出し，家
にとどまる場合には2階の方が安全なこともあ
ることや，崖から少しでも離れた部屋に移動す
ることが重要であることなどを伝えた。

大雨特別警報が発表されていなくても，大雨
警報や土砂災害警戒情報が出ていれば，重大
災害の危険性がある。午前5時29分には，再
び記者が出演し，「特別警報が出ていないから安
全だということは決してありません。警報でも重大

な災害が起こるおそれがあります」と呼びかけた。
気象庁では，雨足が弱まったとして，大雨特

別警報を，京都府は午前9時58分に，福井県
は午前10時56分，滋賀県は午前11時30分に，
それぞれ大雨警報に切り替えた。NHKでは，
まだ危険が去った訳ではないことを強調した。

  Ⅳ  市町村はどのように伝えたか

市町村は，どのように初めての大雨特別警報
を伝えたのだろうか。本稿では，台風18号に
よる大雨で大きな被害を受けた京都市と福知山
市の事例を調査した。両市とも被害のうち，か
なりの部分は河川の洪水によるものである。前
述のように，河川の洪水に伴う災害は，大雨特

気象庁はさきほど午前5時すぎ，滋賀県と
京都府，それに福井県に大雨の特別警報を発
表しました。滋賀県と京都府，それに福井県
では数十年に一度しかないような大雨となり，
大規模な災害の発生が迫っています。最大級
の警戒が必要です。
気象庁は周囲の状況を確認して直ちに安全

を確保するよう呼びかけています。（中略）これ
らの地域では，数十年に一度しかないような
大雨となり，土砂災害や低い土地の浸水，川
のはん濫といった大規模な災害の発生が迫っ
ています。最大級の警戒が必要です。（後略）。

JANUARY 2014
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別警報の対象ではないが，大水害の危険が切
迫している最中の特別警報への対応を探るた
め，両市の聞き取り調査を行った。

1  京都市

1 －（1）  初動時の警戒態勢と避難情報

京都市には，15日午後4時26分，大雨と洪
水の注意報が，同日午後7時15分に大雨警報

（土砂災害）が出された。市では，地域防災計
画に基づき，大雨と洪水の注意報で災害警戒
本部を，大雨警報で災害対策本部を直ちに設
置した。災害対策本部の設置に伴い，防災危
機管理室の職員や消防署員，各区の防災担当
者ら1,317人が雨量計や河川の水位計のモニ
ター，河川や土砂災害の危険個所のパトロール
など防災対応の配置についた。

大雨警報が出された午後7時過ぎの時点で
は，雨足はさほど強くはなかったが，市では，
事前に気象台から「今回の台風ではゲリラ豪雨
というよりは雨がかなり長く続くパターン」とい
う情報を得ていた。災害対策本部の職員の多く
は，「桂川などの上流で長時間雨が続くと困る
な」と警戒していたが，まさか特別警報が出さ
れるような大雨になるとは，この時は思ってい
なかった。

午後9時51分，京都市に洪水警報が出さ
れ，午後11時56 分に大雨警報（土砂災害）
が大雨警報（土砂災害・浸水害）に更新された。
翌16日午前0 時35 分には土砂災害警戒情報
が京都市の北区，左京区，右京区，東山区な
ど 7区に出された。
図3は，京都市北部のアメダス観測点，京北

で記録された，15日午前0時から16日正午ま
での降水量を1時間刻みの時系列で表したもの
だ。横軸は時間経過，左側の縦軸は1時間当

たりの降水量の目盛り，右側の縦軸は総降水量
の目盛りを表す。棒グラフは1時間毎の降水量，
折線グラフは降り始めからの積算の降水量であ
る。破線は9月の月間降水量の平年値である。

京北の9月1か月の降水量は平年値で177ミ
リである。しかし，この時は15日の降り始めか
ら16日の午前2時までに積算の降水量が195ミ
リに達し，僅か1日で9月1か月の降水量を超え
てしまった。16日の正午には積算の降水量が
313ミリに達した。

1時間に80ミリを超えるような猛烈な雨は
降っていないが，雨足の強い状態が長時間続く
パターンになっていた。

この大雨により，午前2時30分前には，桂
川下流域の基準水位観測所である桂観測所で
は，水嵩が4メートルのはん濫危険水位を超
え，京都市嵐山の渡月橋が冠水した。はん濫
危険水位とは，文字通りはん濫のおそれがある
水位のことだ（図4）。

このため，京都市の災害対策本部では，午
前2時30 分，渡月橋近隣の右京区嵯峨と嵐山
東の学区に避難準備情報を出した。また，京
都北部を流れる弓削川が増水しているという
情報が，パトロール中の京北区役所の担当者
から寄せられ，避難判断水位 2.8メートルを超
えていることから，午前2時 45 分と午前3時
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（注）京都地方気象台作成の図を基に作成。
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10 分に右京区の京北五本松町や京北周山町百
ノ角などに避難準備情報を発表した。

午前3時50 分前には，市南部の伏見区・羽
束師橋付近で桂川の水位が急上昇しているの
を，橋の上から監視していた水防団長が確認
した。羽束師地区では桂川の堤防がやや低く，
市の地域防災計画でも「重要警戒区域」になっ
ている。午前3時55 分，市は伏見区の羽束師，
久我の杜，横大路などの学区に避難準備情報
を出した。午前4時頃，羽束師水位観測所の
実況水位は，堤防の設計上，最高の水位であ
る「計画高水位」に達した 12）（図5）。

一方，弓削川の増水が続いているため，午

前4時に前述の右京区京北五本松町などに，
避難勧告が出された。

午前4時から5時にかけて，京都市内では
10ミリ～ 20ミリ未満のやや強い雨が降り続い
ていた。午前4時9分，渡月橋近くの桂川中州
の中の島公園では，売店が床上まで浸かり，
孤立していた11人が消防団によって救出され
た。午前5時頃には渡月橋近くの堤防には水
が溢れかかっていた。桂川下流には，はん濫
危険情報が出されていた。鴨川，宇治川も刻々
と増水し，極めて切迫した状況の中で大雨特
別警報（土砂災害，浸水害）が出された。

1 －（2）  初めての特別警報を伝達

京都市の災害対策本部では，大雨特別警報
の発表をテレビや気象庁からのメール・ファッ
クス，京都府からのファックスなどによって，
発表の直後に知った。特別警報がまもなく発
表されるという事前の連絡はなかったという。

災害対策本部では，特別警報を住民に周知
する案文を用意していたが，これを手直しし，
特別警報発表から約15分後に住民に周知し
た。以下に周知文を示す。

住民への周知方法としては，①エリアメール
や緊急速報メールなど携帯キャリア3社による

図 4　桂川・桂基準水位観測所（京都市西京区）

図 5　桂川・羽束師水位観測所（京都市伏見区）

（注）国土交通省・水文水質データベースの数値を基に作成。

（出典）国土交通省近畿地方整備局河川部「平成 25 年台風災害概要」
暫定版Ⅱ（2013.10.22）
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大雨特別警報周知文（京都市）
こちらは，京都市災害対策本部です。
5時5分，京都市に特別警報（大雨）が発

表されました。
これまでに経験したことのない大雨になる

可能性があります。浸水が想定される区域で
は，2階以上に避難するなど，身の安全を守
る行動をとってください。
引き続き，京都市からの情報に注意して下

さい。
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携帯端末向けメール13），②京都市独自の情報
伝達システムである「水災情報システム」，③広
報車，④自主防災組織への電話・ファックスを
使った。

このうち②の「水災情報システム」は，自主
防災組織の会長，地下街の管理者，要援護
者施設の管理者が情報伝達の対象である。受
信者はメール・固定電話・携帯・ファックスの
4種類のメディアの内から3つまでを選択する。
受信者がメールを読んだ表示をクリックすると，
市側は相手の受信を確認する。クリックがなさ
れずに受信が確認できない場合は，固定電話
や携帯端末に合成音声が流れる。それでも受
信の応答がない場合には，ファックスで情報を
流す仕組みだ。

大雨特別警報の発表について，防災担当部
局の幹部職員は，「当時は河川の水位が堤防
を超えるかどうかが最大の問題であったので，
特別警報が出たからといって何か格別の防災
対応をした訳ではない」と話している。但し，
住民の中には「特別警報が出たので避難を考
えた」という住民もいたという。
図4，5に示す通り，桂川は午前6時頃になっ

ても，水位が上がり続けていた。災害対策本
部には桂川の水嵩がどんどん増しているという
連絡が現場から次 と々入り，市庁舎にいる職員
は，監視カメラの映像でまだ薄暗い川の様子
を目を凝らして確認した。明け方で次第に外が
明るくなってきたこともあり，市では午前5時
50 分，右京区の嵯峨・嵐山など4 学区，西京
区の嵐山東学区の1万8,945世帯，4万5,575人
に避難勧告を出した。続いて午前6時15分に
は，伏見区の羽束師・久我の杜・横大路・淀
などの4 学区の1万7,451世帯4万7,039人に，
午前6時30 分～ 45分にかけて伏見区の淀南・

下鳥羽の2学区，西京区の松尾・桂川の2学区
の1万3,818世帯3万5,781人にそれぞれ避難
勧告を出した。

前出の防災担当部局の幹部は「水位など現
場の状況にもよるが，避難勧告を夜中に出して
二次災害を招くことがあってはならないし，非
常に難しい判断を迫られた」と話している。京
都市によると，国や府は大雨特別警報の発表
でかなり敏感になっていて，「特別警報が出た
のだから，避難の勧告を指示に切り替えなくて
良いのか」という電話もあったという。

1 －（3）  災害発生・桂川はん濫

夜が明けると，洪水の実相がはっきりしてき
た。午前7時過ぎ，国土交通省の監視カメラ
が，桂川の濁流が渡月橋を乗り越えているの
を映しだした。同時刻ごろ，羽束師橋西側の
堤防から川の水が溢れだした。その30 分後に
は，伏見区久我橋の下流で濁流が堤防を越え
た。また，鴨川は伏見区内で堤防から水が溢
れ，流域の下鳥羽北三町に流れ出していた。
午前8時前には，渡月橋近くの桂川がはん濫し
ているのが確認された。

上記のはん濫に先立つ午前6時，桂川上流
にある日吉ダム管理所は，ダムの水位が急上昇
を続けているため，午前7時から緊急放流を始
めると京都市など流域の自治体に通知した。こ
れに対して京都市では，桂川下流はかなり増
水し，一部地域でははん濫しているので，「何
とか持ちこたえて欲しい」と緊急放流の延期を
要請した 14）。

市の災害対策本部では，桂川のはん濫やダ
ムの緊急放流情報，夜が明けて明るくなったこ
とからこれまでに流域に出していた避難の勧告
を指示に切り替え，地区によっては新たに避難
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指示を出すことを決めた。
午前7時45分～ 9時30 分にかけて伏見区，

右京区，西京区，南区の4区26学区に避難
指示を出した。午前8時過ぎには，市南部を
流れる宇治川の水位が向島観測所で計画高水
位を超えた。このため，午前8時23分に伏見
区の向島，向島南など5学区の1万2,122世帯，
2万8,899人に新たに避難指示，午前9時に伏
見区の南花など3学区の1万5,304世帯，3万
3,993人に避難勧告を出した。

台風18号で市の災害 対 策 本部は，12万
5,359世帯の30万2,438人に避難の勧告と指示
を出した。このうち，市内の避難所に避難した
人は2,499人と0.8パーセントであった。これに
ついて，京都市では，2階に上がったり，避難
所以外に逃げたりした人も多かったのではない
かとしている。

大雨特別警報は，午後9時58分に解除され
たが，市では区役所を通じて各避難所の住民
に「まだ水が引いた訳ではないので，帰らない
で欲しい」と呼びかけた。

台風18号で京都市では，けが3人，住宅の
損壊132 棟，床上浸水 591棟，床下浸水 813
棟，道路の損壊 296か所など甚大な被害が出
た 15）。被害は河川のはん濫や土砂崩れによる
ものであった。

2  福知山市

2 －（1）  初動時の警戒態勢と避難情報

福知山市には15日午後7時15分に大雨警報
（土砂災害）が出され，市では地域防災計画に
則り，災害警戒本部を設置した。

福知山市では，図6に示す通り，15日午後6
時～ 7時の1時間に29.5ミリの強い雨が降って
いた。台風18号の接近に伴い，南から暖かく
湿った空気が流れ込み，大雨が降るおそれが
あるという気象情報が発表されていたから，職
員の多くは，大雨に対する警戒感を抱いてい
たが，まさか大雨特別警報が出され，9年ぶり
に由良川がはん濫することになろうとは，この
時には思わなかった。
図7と8は，由良川中流域の綾部と下流域

の福知山の両基準水位観測所のデータであ
る。福知山市の大半が下流域であるが，一部
は中流域に含まれる。縦軸は水位（メートル），
横軸は時間経過である。実況水位は折線グラ
フで示してある。水平の4つのラインは，低い
方から❶水防団が出動に備えて待機する目安
となる「水防団待機水位」（2メートル），❷市
町村が避難準備情報を出す際の目安となる「は
ん濫注意水位」（綾部 3メートル50センチ・福
知山4メートル），❸市町村が避難勧告などを
出す際の目安となる「避難判断水位」（5メート
ル），❹「はん濫危険水位」（綾部 6メートル・
福知山5メートル90センチ），❺「計画高水位」

（綾部 8メートル12センチ・福知山7メートル74
センチ）である。

由良川を管轄している国土交通省福知山河
川国道事務所と京都地方気象台は，実況水位
が❷❸❹の水位を上回り，さらに増水する可
能性がある場合に，中流域と下流域にそれぞ
れ，指定河川洪水予報を発表する。

写真1　桂川（渡月橋）の冠水

（注）国土交通省近畿地方整備局河川部提供
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午後9時40 分，市内を流れる由良川下流の
水位が福知山基準水位観測所で水防団待機
水位の2.0メートルを超えたため，市の災害警
戒本部は由良川流域の広域避難所13か所を開
設することにした。

午後11時6分，不特定の河川全般を対象と
する洪水警報が福知山市に出された。

市では，土砂災害のおそれも考慮して，市
内全域の広域避難所57か所を開設することを
決めた。

翌16日の午前0時前に，由良川中流の綾部
基準水位観測所で，実況水位が，❷のはん濫
注意水位の3メートル50センチを超えた。ま
た，その約1時間後には，由良川下流の福知
山基準水位観測所でも実況水位が❷はん濫注
意水位の4メートルを上回った。このため，災
害警戒本部では，午前1時10 分に流域の113
自治会，1万4,434世帯の3万2.488人に避難
準備情報を出した。

午前1時30 分には，町村合併前の旧福知山
市全域と三和町・大江町に土砂災害警戒情報
が出された。

午前2時前には，由良川中流の綾部，下流
の福知山両観測所で❸の避難判断水位5メー
トルを超えた。市では，福知山河川国道事務
所と京都地方気象台に，今後の増水と降水量
の見通しを電話で問い合わせた上で，午前2
時20 分，流域の113自治会に出していた避難
準備情報を避難勧告に切り替えた。この時の
判断について防災担当部局の責任者は，「2004
年に由良川の洪水で大江町の2人が死亡した
経験から，一刻も早く安全を確保してもらいた
かった。夜中であっても躊躇なく避難勧告を出
した」と話している。避難勧告発表と同時に災
害警戒本部を災害対策本部に格上げした。

図 6　福知山市字荒河　福知山（降水量の時系列）

図 7　由良川中流域　綾部基準水位観測所
（綾部市味方町）

図 8　由良川下流域　福知山基準水位観測所
（福知山市寺）

（注）気象庁のアメダスデータを基に作成。

（注）国土交通省・水文水質データベースの数値を基に作成。

（注）国土交通省・水文水質データベースの数値を基に作成。
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由良川の水位は急上昇を続けた。午前2時
30 分過ぎ，綾部で❹の6メートルを突破し，約
1時間後には福知山でも❹の5メートル90セン
チを超えた。一体いつまで増水が続くのだろう
か，水位のピークはいつごろでどの位になるの
か，災害対策本部では，福知山河川国道事務
所や京都地方気象台に問い合わせしようとした
が，この時は電話のホットラインが非常につな
がりにくかった。このため，職員を福知山河川
国道事務所に派遣したのだが，災害対策本部
にとって，はっきりした見通しがつけにくい状
態が続いていた。
図6の降水量を見ると，福知山市では午前3

時には，15日の降り始めからの積算降水量が
191.5ミリに達し，9月1か月間の降水量平年値
を超えてしまっていた。

午前5時前，災害対策本部は市内全域の
327自治会3万5,474世帯，8万1,246人に避難
指示を出す方針を決めた。判断の理由は，⒜
中流域・下流域で実況水位が上がり続けてい
る，⒝土砂災害警報が出されたままになってい
る，⒞これまでに降った大雨で内水はん濫のお
それがある，などであった。

災害対策本部が避難指示を出すことを決め
た直後の午前5時5分，福知山市に大雨特別
警報（土砂災害）が出された。

2 －（2）  初めての特別警報を伝達

福知山市の災害対策本部では，大雨特別警
報の発表を，京都地方気象台からのメール・
ファックス，京都府からのメール（パソコン），
民間気象会社のメール（携帯端末）などによっ
て，発表の直後に知った。特別警報がまもなく
発表されるという事前の連絡はなかったという。

避難指示発表の準備を進めていた矢先に大

雨特別警報が発表され，災害対策本部は非常
に慌ただしい状況となった。

特別警報の周知文は事前に用意していたの
だが，避難指示の呼びかけ文に急きょ特別警
報の文言を加え，避難指示と同時に発表する
ことにした。文言の検討などに時間を要したこ
とから，大雨特別警報の住民への伝達時刻は
発表から35分後の午前5時40分となった。大
雨特別警報を避難指示と合わせて伝達したこと
について，避難指示はサイレンを鳴らす決まり
にしているので，単に特別警報を防災行政無線
の言葉やメールの文言によって知らせるよりは，
危機感をより強烈に伝えることができたのでは
ないかとしている。

住民への周知に使った方法としては①上記の
サイレン，②防災行政無線の屋外スピーカーと
戸別受信機，③携帯キャリア3社による携帯
端末向けメール，④消防メール（消防関係者以
外に自治会長も登録），⑤広報車などである。

災害対策本部が作成した避難指示と大雨特
別警報の周知文には，由良川の水位上昇とと
もに，大雨特別警報が出た際に，土砂災害や
内水はん濫の危険がある地域で必要とされる
行動が記されている。

避難指示・大雨特別警報周知文（福知山市）
こちらは，福知山市災害対策本部です。
ただ今のサイレンは，福知山市全域に対し

て避難指示を発表したことをお知らせするサイ
レンです。
現在，福知山市に大雨特別警報が発表され

ています。これまでに経験したことがないよう
な大きな災害が発生する可能性があります。ま
た，由良川水位が7ｍを超え，今後も水位が
上昇するおそれがあります。
いつ重大な災害が起こってもおかしくない状
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2 －（3）  災害発生・由良川はん濫

図8に示す通り由良川下流域の福知山では，
午前6時過ぎには実況水位が計画高水位の7
メートル74センチを超えた。午前7時を過ぎる
と，由良川中流域の綾部では，水位が下がり
始めたが，下流域の福知山では，依然として
増水が続き，午前8時10 分には実況水位が8
メートル30センチとピークに達した。

夜中で暗いうちは，危険なため川に余り接近
することができず，洪水が起きているのかどう
か確認できなかったが，明るくなった午前7時
以降，現地の消防団などから次 と々はん濫の情
報が災害対策本部に入ってきた。このうち，市
中部の戸田地区では堤防の未完成区間からは
ん濫し，多くの住宅が水に浸かった。対岸の私
市地区では規模の小さな堤防が決壊した。こ

の他，はん濫の地域は市中部の戸田・興・石原・
観音寺・土の各地区，市北部の下天津・大江町

（美河）・大江町（有仁）など広範に及んだ。
台風18号により，福知山市では家屋の被害

が全壊 2 棟，大規模半壊・半壊309棟，一部
損壊・床上浸水432 棟，床下浸水 356 棟，土
砂崩れ9 件，道路の損壊16路線など大きな被
害を被った 16）。被害の多くは，由良川のはん
濫によるものである。

避難指示の対象となった8万1,246人のう
ち，市が開設した広域避難所に避難した人は
1,578人と2パーセントであった。

これについて，福知山市では「広域避難所
ではなく，自治会が所有している集会所など地
区の避難所に逃げた人や自宅の2階に垂直避
難した人も多かったのではないか」としている。

  Ⅴ  住民はどう受けとめたか

初めて発表された大雨特別警報を住民はど
う受けとめたのだろうか。重大災害の危機感は
果たして住民に的確に伝わっていたのだろうか。
また，特別警報を見聞きして住民はどう行動し
たのか。情報伝達の課題は何か。これらを明
らかにするため，NHK放送文化研究所は，特
別警報が出された福井県，滋賀県，京都府の
住民を対象とした電話調査を実施した。調査
の概要を表1に示す。単純集計結果とサンプル
構成は本稿末に掲載した。

写真 2　由良川のはん濫（福知山市私市地区）

（注）国土交通省近畿地方整備局河川部提供：9 月16 日午後 1 時頃撮影

調査時期 2013 年 10 月 4 日（金）～ 6 日（日）
調査方法 電話法（RDD 追跡法）

調査相手 福井県，滋賀県，京都府の
20 歳以上の男女 2,979 人

回答数（率） 1,809 人（60.7％）
※ 特別警報は 2013 年 9 月16 日に発表された
※ 特別警報が発表されなかった滋賀県豊郷町は調査対象から除いた

表1　調査の概要

況にあります。
浸水害及び大雨による土砂災害の危険があ

る区域にお住いの方は，一刻も早く避難を完
了してください。ただし，避難をする際は十分
に注意をしてください。
また，避難する時間がない場合や，避難す

ることが難しい場合は無理に避難をせず，少
しでも安全な場所へ移動するなど命を守る最
低限の行動をとってください。
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1  事前の認知度と当日の被災状況

1－（1 ）  特別警報を事前に
「知っていた」52％

特別警報が新たにできたことを台風18号の
前から知っていたか尋ねた結果，「知っていた」
人が52％と半数を超えた（図9）。「まったく知
らなかった」は31％，「知っていたが，どんな意
味かは知らなかった」は15％だった。

男女別にみると，女性では「知っていた」が
50％で男性の57％に比べ少ない。

福井県，滋賀県，京都府で府県別の違いは
なかった。

年層別にみると，「知っていた」人は20 ～ 30
代の42％から60代の61％まで年層が上がるほ
ど多くなる（図10）。若い層では「知っていた」人
と「まったく知らなかった」人が同程度であるが，
50代以降では「知っていた」人のほうが多い。

1－（2 ） 浸水被害には「あわなかった」98％

特別警報が出された日の浸水被害について
尋ねた結果，「被害にはあわなかった」が98％
を占め，「床下浸水」は1％，「床上浸水」は0％
だった。福井県，滋賀県，京都府で府県別の
違いはなかった。

1－（3 ） 35％が避難の指示・勧告を認識

住んでいる地域に当日，市町村から避難の
指示や勧告が出ていたかどうかを尋ねた。避
難の指示や勧告が市町村全域に出されるとは
限らない。むしろ市町村内の一部地域に出され
るほうが多い。結果をみると，「出た」という人
が35％，「出なかった」という人は41％，「出た
かどうか知らない」人は17％である（図11）。

2  特別警報をいかに知ったか

2 －（1 ） 特別警報の発表を「知っていた」69％
～高齢者で多い「知らなかった」

住んでいる地域に特別警報が出されたことを
知っていたかどうかについては「知っていた」が
69％，「知らなかった」が25％であった（図12）。

府県別にみると，「知っていた」は滋賀県で
74％と多い。

年層別でみると，すべての層で「知っていた」
が「知らなかった」を上回る（図13）。「知って
いた」は20 代から50 代までの幅広い年層で約
8割を占める。

ただし60 代 以降では年層が上がるほど

図 9　台風前の特別警報の認知度（男女別）

図10　台風前の特別警報の認知度（年層別）
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図11　避難の指示・勧告の認知
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「知っていた」が少なくなり，「知らなかった」が
多くなる。特に70歳以上では「知らなかった」
が38％に達する。台風の前に特別警報がで
きたことを知っていた人は高齢層ほど多かった
が，当日，特別警報が出たことを知っていた人
は高齢層ほど少ない。災害弱者の高齢者に特
別警報は十分周知されていなかった。

 
2 －（2 ） 知った時刻は

発表後 1 時間までが 41％

午前5時5分に発表された特別警報を，住
民はいつ知ったのだろうか。最初に知った時刻
を尋ねたところ，発表後1時間以内の「午前5
時すぎ～ 6時ごろ」が41％，次いで「午前6 ～
7時ごろ」が25％，「午前7時～昼ごろ」が18％
となった（図14）。大雨特別警報が大雨警報

に切り替わった後 17）の「当日の午後より後」に
知ったという人は6％だった。

特別警報は重大災害の危険が差し迫っている
ことを伝える緊急性の高い情報だが，発表時刻
が明け方で就寝中の人が多かったため，発表後
1時間以上経って気がついた人も少なくなかった
のではないかと考えられる。

府県別にみると，京都府で「午前5時すぎ～
6時ごろ」が46％と多い（図14）。

年層別にみると，「午前5時すぎ～ 6時ごろ」
の早い段階で知った人は，50代まででは約5
割であるのに対し，60代では41％，70歳以上
になると28％と高齢層で少なくなる（図15）。

70歳以上では特別警報が解除された「午後

図12　特別警報発表を知っていたか（府県別）

図14　特別警報を知った時刻（府県別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人

図 15　特別警報を知った時刻（男女，年層別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人

図 13　特別警報発表を知っていたか（男女，年層別）
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より後」に知った人が11％と多い。高
齢層では，特別警報が出たことを知ら
なかった人が他の年層に比べ多かった
ばかりでなく，特別警報を知った時刻
も遅かった。

2 －（3） 知ったメディアは
テレビ 54％，メール 25％

特別警報を最初に知ったメディアは
何か。あらかじめ示した8つの選択肢
から1つ選んでもらった（図16）。最も
多かったのは「テレビ」で54％，次いで

「防災関連のメール」が25％である。そ
の他「防災行政無線」「市町村や消防
の巡回連絡」「家族や知人からの連絡」

「ラジオ」「インターネットのウェブサイト」
「ワンセグ」はいずれも少数だった。

年層別でみると，「テレビ」で知った人は20
～ 30代では35％だが，40代で45%，50代・
60代で5割台，70歳以上では66％と年層が上
がるほど多くなる（図17）。

対照的に「防災関連メール」は年層が上がる
につれ少なくなる。20 ～ 30代で45％，40代
で38％に対し，50代・60代は2割台，70歳以
上では9%となる。「ラジオ」は70歳以上で6％
と全体に比べ多い。 

2 －（4） 発表直後は「メール」から，
　　　　時間が経つと「テレビ」から

時間帯によって特別警報を知ったメディアに
差はあるのだろうか。回答の多かった「テレビ」
と「防災関連のメール」についてみた（図18）。
発表後1時間以内の「午前5時すぎ～ 6時ごろ」
では「メール」で知った人が45％で最も多い。

図16　特別警報を知った手段
該当者 =発表を知っていた人1,241人
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市町村や消防の巡回連絡

防災行政無線

防災関連のメール

テレビ

25

5

4

54%

テレビ

1

33
2

わからない，無回答
ワンセグ

インターネットのウェブサイトラジオ

4
家族や知人からの
連絡

防災関連のメール

防災行政無線

市町村や消防の
巡回連絡

図17　特別警報を知った手段（男女，年層別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人
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図18　特別警報を知った手段（時間帯別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人
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しかし，「午前6 ～ 7時ごろ」以降の時間帯では
「テレビ」が「メール」を大きく上回る。

テレビやラジオはスイッチを入れないと視聴
できないが，携帯端末のメールは，電源がON
であれば，自動的に着信する。多くの人が就
寝中の時間帯には，こうしたメディアが緊急情
報の伝達に効果的であることを示す調査結果
といえよう。

前述の2－（3）でも明らかなように，高齢者
は，携帯端末などの通信機器の扱いにあまり
慣れていないため，特別警報を知るのが遅れた
と考えられる。

2 －（5） 特別警報をどう受けとめたか

特別警報が出たことを知った時にどう思っ
たかを4つの選択肢から選んでもらった結果
が図19である。「自分の地域は安全だと思っ
て，気にしなかった」が33％であったが，「大
変なことになったと思った」という人も31％い
た。この31％の人たちには事態の深刻さが伝
わったといえる。また，「これだけの雨が降っ
ているのだから，当然だと思った」と答えた人
が28％で，「意味がよく分からなかった」という
人は5％にとどまっている。特別警報によって，
事態の深刻さは一定程度は伝わったと考えら
れる。

3  特別警報発表を知った後の行動

3 －（1 ） 「避難した」1％，
　　　   「特に何もしなかった」70％

気象庁は，特別警報が発表された際の行動
として，まだ避難していない場合には避難所に
避難したり，自宅の外に出るのが危険な場合
には，家の中の安全な場所に移動したりするな
ど，直ちに命を守る行動をとるよう呼びかけて
いる。

特別警報の発表を知っていた人にその後の
行動を尋ねた結果，「特に何もしなかった」人
が70％を占め，「すでに避難していた」と「避難
した」人はそれぞれ1％だった（図20）。「自宅
で，より安全と思う場所に移動した」人は18％
だった。府県別による行動の違いはなかった。

特別警報によって，事態の深刻さは住民に
ある程度までは伝わっているのだが，危機回
避の行動には必ずしも結びついていないよう
だ。ヒトが避難などの危険回避の行動をする
のには，危険情報を自分の身に迫っていること

図19　特別警報をどう受けとめたか
該当者 =発表を知っていた人1,241人

図 20　特別警報を知った後の行動
（受けとめ方別）

該当者 =発表を知っていた人1,241人
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として考えるpersonalizeが必要であるとされ
ている。特別警報は都道府県レベルという広
域で複数の市町村に出されるが，個々の住民
からすれば，自分たちの身近な場所のどこに，
どのような災害の危険が迫っているのか，近
くの川の増水のように具体的に見えてこなけれ
ば，危険回避の行動は取りにくいであろう。こ
うした視点から住民がどう行動したかを，特
別警報が出てどう思ったかの受けとめ方の違い
でみてみる（図20）。「大変なことになったと思っ
た」人では「自宅で，より安全と思う場所に移
動した」が28％と他に比べ多かった。

図 21　特別警報を知った後の行動（男女，年層別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人

図 22　特別警報を知った後の行動
（避難指示・勧告の認識有無別）
該当者 =発表を知っていた人1,241人

年層別で行動をみると，すべての年層で「特
に何もしなかった」人が最も多く，70歳以上で
は75％に上る（図21）。

避難の指示・勧告が出たことを知っていた
人は特別警報の後どう行動したのだろうか（図
22）。住んでいる地域に避難の指示や勧告が

「出た」と回答した人を『認識あり』，「出てい
たが，当日は知らなかった」「出なかった」「出
たかどうか知らない」と回答した人をまとめて

『認識なし』とした。その結果，『認識あり』で
は「避難した」人が3％，『認識なし』では0％
だった。また「自宅で，より安全と思う場所に
移動した」人は『認識あり』では25％，『認識
なし』では12％で『認識あり』の人で何らかの
行動をとった人が多い。

3 －（2 ） 「特に何もしなかった」のは
　　　   「安全だと思ったから」

特別警報が出たことを知った後も避難しな
かった人に，その理由を図23に示した4つの
選択肢から選んでもらった。「自宅で，より安
全と思う場所に移動した」人では，「外に出るの
は危険だと思ったから」，「自分の地域は安全
だと思ったから」という理由が同程度である。

一方「特に何もしなかった」人では「自分の
0

20

40

60

80

当日は，自宅にいなかった
特に何もしなかった

自宅で，より安全と
思う場所に移動した

避難した
すでに避難していた

70 歳
以上

60 代50 代40 代20～
30 代

女性男性

（%）

69 70
62

18

11 12
1116

70 71

13

70

19

75

3

20

2
0

18

7

16

10
1 11

7

19

2 12
8

20

0

10

20

30

40

50

60

70

80
わからない，無回答

まったく知らなかった

知っていたが，どんな意味かは知らなかった

知っていた

70 歳以上60 代50 代40 代20～30 代

（%）

わからない，無回答
まったく知らなかった
知っていたが，どんな意味かは知らなかった
知っていた

42 46
53

61
54

29

16
25

14

32

15

38

16

42

16

0 0 0 11

すでに避難していた

自宅で，より安全と
思う場所に移動した

当日は，
自宅にいなかった

避難した

わからない，無回答

わからない，無回答
当日は，自宅にいなかった
特に何もしなかった
自宅で，より安全と思う場所に移動した
避難した
すでに避難していた認識なし

659 人

認識あり
550 人

28%
12 10

2
75

25% 64 5 33
2

1 0

特に何もしなかった

図 23　避難しなかった理由（行動別）
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地域は安全だと思ったから」が70％と多数を占
める。「外に出るのは危険だと思ったから」は
16％，「どうしたらよいか，わからなかったから」
は4％だった。

現実には，大雨が降っていても，危険が及
ばない場合も多かったと考えられるが，ヒトの
心理的傾向として，危険情報を得ても，「それ
ほど大したことにはならないだろう」，「自分だ
けは大丈夫だろう」という正常性バイアス18）が
働いた可能性もある。

 
4  特別警報の評価

4 －（1 ） 発表と解除のタイミング評価

特別警報の発表と解除のタイミングについて
の評価はどうだったのだろうか。特別警報の発
表を知っていた人に「早すぎた」「適切だった」

「遅すぎた」の中から選んでもらった。
発表のタイミングについては，「適切だった」

70％，「早すぎた」9％，「遅すぎた」10％で，「適
切だった」と多数が評価している（図24）。

男女年層別では，男女とも，またどの年層で
も「適切だった」が6割を超える。

府県別にみると，「適切だった」は福井県
72％，滋賀県68％，京都府70％で，違いはあ
まりない。

解除のタイミングについては，「適切だった」
74％，「早すぎた」4％，「遅すぎた」8％で，「発
表｣に比べ，より多くが評価している（図25）。

男女年層別では，男女とも，またどの年層で
も「適切だった」が7割を超える。

府県別にみると，「適切だった」は，福井県
で特に多い。

4 －（2 ） 特別警報は多数が評価

今回の特別警報は，住民の命を守るために
役立ったと思うか尋ねたところ，「大いに役立っ
た」20％，「ある程度役立った」52％，「あまり
役立たなかった」15％，「まったく役立たなかっ
た」4％で，『役立った』は72％，『役立たなかった』
は19％となり，多数が評価している（図26）。

府県別にみると，『役立った』は福井県75％，
滋賀県71％，京都府72％で，福井県の評価が
やや高い。

当日，特別警報が出たことを知っていた人で
は，『役立った』が81％となる。

特別警報を最初に知ったメディア別にみる
と，『役立った』は「テレビ｣では78％，「防災
関連のメール」ではさらに多く85％に達する。

男女，年層別にみると，『役立った』は男女

図 24　特別警報「発表」のタイミング評価（府県別）
該当者＝発表を知っていた人1,241人

図 25　特別警報「解除」のタイミング評価（府県別）
該当者＝発表を知っていた人1,241人
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とも72％で変わらないが，年層別では50 代以
下が8割前後なのに対し，60 代で73%，70
歳以上は65%にとどまり，高齢層で少なくなる
（図27）。

特別警報が『役立った』と答えた人と『役立

たなかった』と答えた人で「発表」と「解除」
のタイミングに対する評価が異なっている（図
28）。『役立った』と答えた人では，発表のタイ
ミングについて「適切だった」が76％，解除に
ついては79％で，「発表」「解除」とも評価する
人が多い。

これに対して，『役立たなかった』と答えた人
では，発表について「適切だった」が42％，解
除については58％で，発表の方が少ない。特
別警報に不満を抱く要因として発表のタイミン
グがあるものと考えられる。

4 －（3 ） 自治体の対応　多数が評価

台風18号の大雨への住んでいる自治体の対
応について評価を尋ねたところ，「十分だった」
21％，「どちらかといえば，十分だった」40％，

「どちらかといえば，不十分だった」15％，「不
十分だった」8％で，『十分だった』が61％となり，

『不十分だった』は24％ 19）と少ない（図29）。
府県別にみると，『十分だった』は，福井県

75％，京都府59％，滋賀県58％の順で，福井
県が高くなっている。

福井県は，特別警報が役立ったと評価した
人，解除のタイミングを適切だったと評価した
人がいずれも滋賀県，京都府よりも多かった。

図 26　特別警報は役立ったか
（府県別，特別警報の見聞き有無，手段別）

図 27　特別警報は役立ったか（男女，年層別）

図 28　「発表」・「解除」のタイミング評価
（特別警報評価別）該当者＝発表を知っていた人1,241人
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  おわりに

本稿の目的は，初めての特別警報を気象庁
はどのようにして発表し，放送メディアと市町
村はこれをどう伝えたのか，また，住民はいつ，
どのようにして特別警報を知り，どのように受
けとめたのか，事態の深刻さは住民に的確に
伝わったのか，情報伝達の課題は何かを明ら
かにすることであった。そのためにヒアリング
による質的調査及び電話による世論調査（量
的調査）を行った。調査結果を以下に示す。

＜調査結果＞　

■ 気象庁は，台風接近前のかなり早い段階か
ら，日本列島の広い範囲で大雨のおそれがあ
ると予測し，台風発生の翌日には特別警報の可
能性についても言及していた。
　滋賀・京都・福井の 3 府県で 48 時間降水量
と土壌雨量指数の 5 キロ四方メッシュが，それ
ぞれ 50 格子以上と 50 年に一度の値を超え，
さらに大雨が続くと判断して，大雨特別警報を
出した。
■ NHK は大雨特別警報発表の約 30 分前に，
気象庁が判定作業に入ったことをキャッチし
た。発表直後，テレビは地域放送と全国放送

でチャイム付きの字幕速報をした。ラジオも全
国放送と地域放送で通常番組を中断し，第 1
報をアナウンスした。第 1 報の原稿は，危機感
が伝わるよう，断定調の表現を使った。また，
特別警報の意味や必要とされる行動を分かり
やすく，繰り返し伝えた。
■ 京都市と福知山市は，河川のはん濫が迫り，
防災対応に追われる中で大雨特別警報を受信
した。事前に用意していた住民への周知文を
手直しし，様々なメディアを組み合わせて住民
に伝えた。福知山市は，市内全域に避難指示
を出そうとしていた矢先で，避難指示の呼びか
け文に急きょ特別警報の文言を加えた。市町
村によっては，防災対応の業務が輻

ふくそう

輳している
ので，特別警報の発表を事前に連絡した方が，
情報処理が円滑になる。
■ 特別警報の発表は住民の多くに伝わってい
たが，高齢者になるほど特別警報が出たことを
知らなかった人が多く，知った時間も遅かった。
足腰が弱く，避難に時間がかかる災害弱者の
高齢者に周知が十分でなかった。
■ 特別警報を知った手段としては，テレビと
防災関連メールが多かった。発表後 1 時間以
内はメールが多く，発表から1 時間後はテレ
ビが多かった。携帯端末の防災関連メールは
着信音などとともに情報がポップアップ表示さ
れる強い push 型 20）の特性を持っているので，
多くの人が就寝中の時間帯などには，とりわけ
効果がある。
■ 特別警報によって事態の深刻さは，住民に
ある程度は伝わっていたが，危機回避の行動
には必ずしも結びついていない。

本稿は，初めての大雨特別警報を情報伝達
の面から考察したものである。大雨特別警報

図 29　自治体の対応評価（府県別）

わからない、無回答
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241 人

全体
1,809 人

十分だった

どちらかといえば，
十分だった

不十分だった

どちらかといえば，
不十分だった

わからない，無回答

21% 8 161540

25 8 71051

19 8 151839

21 8 181538
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が府県レベルの広域で発表されることの適否を
はじめ，発表基準や基準の目安について踏み
込んで論考したものではない。特別警報の運
用開始からまだ間もない，本稿執筆時点（2013
年11月中旬）でそれらについて論じるのは，い
ささか尚早であろう。

事態の深刻化を的確に伝え，人びとに危険
回避を促すために，特別警報はどうあるべき
か，今後も地道な調査研究を積み重ねていきた
いと考える。

（ふくなが ひでひこ/まさき みき/こうの けい）

注：
 1） 気象庁 HP「『特別警報』とは」。http://www.

jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/
 2） 気象庁「台風 12 号による大雨」（2011 年 9 月）。
 3） NHK NEWSWEB ニュース特設『「特別警報」

とは？』（2013 年 9 月 17日）http://www3.nhk.
or.jp/news/0830keiho/

 4） 天気予報の「府県予報区」のエリア。「府県予
報区」では，府と県はそれぞれ 1 区分だが，北
海道は 7 区分，沖縄県は 4 区分である。

 5） 改正気象業務法によると，都道府県が行う市町
村への通知と，市町村が行う住民に周知する措
置は，警報の場合は「努力義務」である。特別
警報の場合は，事態の重大性から，「義務」と
なる。

 6） 台風 18 号は，9 月 16 日午前 8 時前に愛知県豊
橋市付近に上陸，速度を速めながら東海，関東
甲信，東北の各地方を北東に進み，同日 21 時
に北海道の東方で温帯低気圧となった。特別警
報が出される直前の同日午前 5 時の推定値では，
静岡県御前崎市の南西約 210 キロの海上にあっ
て，時速 35 キロで北東に進んでいた。中心気
圧は 970hPa，中心付近の最大風速 30 メートル，
最大瞬間風速は 45 メートル，中心から半径 90
キロ以内では，風速 25 メートル以上の暴風が吹
いていた。台風 18 号の全国の被害は，10 月 18
日現在内閣府の調査によると，死者 3 人，行方
不明 5 人，家屋の損壊 800 棟以上，家屋の浸
水 5,000 棟以上などとなっている。

 7） 気象庁 HP 特別警報の発表基準について http://
www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-
keiho/kizyun.html

 8） 東京都大島町調べ（2013 年 11 月 8 日 15 時 30
分現在。）

 9） 降水短時間予報や降水ナウキャストはこれまで
の降水域の推移と現時点の降水分布を基に，1

～ 6 時間先までの降水分布を 1 キロ四方の解像
度で予測する。このうち，降水短時間予報は，
6 時間先までの各 1 時間降水量を予測する。30
分間隔で発表される。一方，降水ナウキャスト
は 1 時間先までの 5 分ごとの降水の強度を予測
する。5 分間隔で発表される。

 10） 気象庁予報部気象防災推進室調べ。
 11） 特別警報発表直後の緊迫した雰囲気を伝えるた

め，記者の解説はなるべく要約せずに，放送記
録を忠実に再現することとした。

 12） 国土交通省近畿地方整備局「平成 25 年台風 18
号災害概要」暫定版（2013 年 9 月 30 日）及び
同暫定版Ⅱ（2013 年 10 月 22 日）による。実
況水位が計画高水位を超えても，堤防の高さま
では余裕があるため，直ちにはん濫する訳では
ないが，治水上はかなり危険なレベルである。

 13） エリアメールは NTT ドコモ，緊急速報メール
は au とソフトバンクのサービス。自治体や国
の機関と契約を結んで避難情報や災害警報など
を同報配信する。アドレスを使わないので輻輳
のおそれがない。

 14） 緊急放流とは，ダムの流入量と放流量を同じに
する操作。今回の場合，放流量の増加を意味す
る。20 年に一度の確率でダムに入ってくる洪
水を貯め込む治水容量を上回る規模の洪水が発
生した時に行われる。
京都市などの要請に応え，日吉ダムではダムに
流れ込む水をぎりぎりまで貯め込み，桂川下流
の水位が下がった 16 日正午まで緊急放流を見
合わせた。

 15） 京都市行財政局「台風 18 号に伴う京都市内の
被害状況について（10 月 31 日 17 時現在）」。

 16） 福知山市「平成 25 年台風 18 号災害の記録」暫
定版（2013 年 10 月）。

 17） Ⅲ 2-（2）でも述べたが，大雨特別警報が大雨警
報に切り替わった時刻は，京都府が 16 日午前
9 時 58 分，福井県が同日午前 10 時 56 分，滋
賀県が同日午前 11 時 30 分であった。

 18） 正常性バイアスとは社会心理学・災害心理学の
用語。normalcy bias の訳で多少の異常事態が
起きても正常の範囲内であるととらえようとす
ること。

 19） 回答結果をたし上げる場合には，実数でたし
て％を計算しているので，％をたし上げたもの
と一致しないことがある（以下同）。

 20） push 型とは情報の送り手が受け手に一方的に情
報を送る伝達の仕方を言う。これに対して，pull
型とは受け手が必要な情報を得るために能動的
なリクエスト・操作を行い，送り手から情報を
引き出す伝達の仕方である。テレビやラジオは
push 型，インターネットのウェブ検索は pull 型
とされる。
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－台風 18 号の浸水被害－
第 1 問　あなたのお宅は，9 月 16 日の台風 18 号の大雨で，浸

水の被害にあいましたか。次の 3 つの中から，1つ選んでお答
えください。

 1. 被害にはあわなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥98.0 ％
 2. 床下浸水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.3
 3. 床上浸水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2
 4. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.0
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6

－避難の指示・勧告の認知－
第 2 問　台風 18 号の大雨の際，あなたのお住まいの市町村で

は避難指示や避難勧告が出ましたか，出ませんでしたか。次
の 4 つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 出た ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34.9 ％
 2. 出ていたが，当日は知らなかった ‥‥‥‥‥‥ 4.1
 3. 出なかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥40.6
 4. 出たかどうか知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17.0
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4

－当日の避難の有無－
第 3 問　あなたは，台風 18 号の大雨の際，自宅から避難しま

したか，避難はしませんでしたか。
 1. 避難した ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.9 ％
 2. 避難しなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥96.6
 3. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.5

－台風前の特別警報の認知度－
第 4 問　特別警報は，ことし 8 月 30 日から新たに運用が始ま

り，今回が初めての発表でした。あなたは，台風 18 号の前
から，特別警報が新たにできたことを知っていましたか。次の
3 つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 知っていた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥52.3 ％
 2. 知っていたが，どんな意味かは
  知らなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15.2
 3. まったく知らなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥31.0
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.4

－特別警報発表を知っていたか－
第 5 問　あなたは，台風 18 号の際，お住まいの地域に大雨特

別警報が出されたことを知っていましたか。
 1. 知っていた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥68.6 ％
 2. 知らなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24.7
 3. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.7

－特別警報を知った時刻－
第 6 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

今回の大雨特別警報は，9 月 16 日の午前 5 時すぎに発表さ
れました。あなたが，特別警報が出されたことを最初に知っ
たのは，いつごろでしたか。次の 4 つの中から，1つ選んでお
答えください。

 1. 当日の午前 5 時すぎから午前 6 時ごろまで ‥‥40.9 ％
 2. 当日の午前 6 時ごろから午前 7 時ごろまで ‥‥24.9
 3. 当日の午前 7 時ごろから昼ごろまで ‥‥‥‥‥18.0
 4. 当日の午後より後 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.8
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.5

該当者＝ 1,241 人

－特別警報を知った手段－
第 7 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

では，大雨特別警報が出されたことを最初に知ったのは，何
によってでしたか。次の 8 つの中から，1つ選んでお答えくださ
い。

 1. テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥54.1 ％
 2. ラジオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.1
 3. ワンセグ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.7
 4. 防災関連のメール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25.1
 5. インターネットのウェブサイト ‥‥‥‥‥‥‥ 2.8
 6. 防災行政無線 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.8
 7. 市町村や消防の巡回連絡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.5
 8. 家族や知人からの連絡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.5
 9. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1
 10. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.3

該当者＝ 1,241 人

－特別警報をどう受けとめたか－
第 8 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

あなたは，大雨特別警報が出たことを知ったとき，まずどの
ように感じましたか。次の 4 つの中から，最もあてはまるもの
を 1つ選んでお答えください。

 1. これだけの雨が降っているのだから，
  当然だと思った ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27.5 ％
 2. 大変なことになったと思った ‥‥‥‥‥‥‥‥31.4
 3. 意味がよく分からなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.3
 4. 自分の地域は安全だと思って，
  気にしなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥32.6
 5. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.0
 6. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.1

該当者＝ 1,241 人

－特別警報を知った後の行動－
第 9 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

あなたは，特別警報が出たことを知った後，どのように行動
しましたか。次の 5つの中から，あてはまるものを 1つ選んで
お答えください。

 1. すでに避難していた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.0 ％
 2. 避難した ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.3

「特別警報に関する電話調査」単純集計結果
【調査の概要】

1. 調査目的
 9 月 16 日の台風 18 号の大雨にともない，運用開始後
初めて発表された特別警報の対象地域の住民に，当日の
発表を知っていたかや避難の有無などをたずね，新たな
警報の効果と住民の受けとめを検証する。

2. 調査時期
 2013 年 10 月 4 日（金）～ 6 日（日）
3. 調査方法
 電話法 （RDD 追跡法）
4. 調査相手

 福井県，滋賀県（豊郷町を除く），京都府の
20 歳以上の男女 2,979 人

5. 調査回答数（率）
 1,809 人 (60.7 ％ )
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 3. 自宅で，より安全と思う場所に移動した ‥‥‥17.6
 4. 特に何もしなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥69.8
 5. 当日は，自宅にいなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.9
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.0
 7. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.5

該当者＝ 1,241 人

－特別警報より前に避難した理由（ＭＡ）－
第 10 問〔第 9 問で「1.すでに避難していた」と回答した方に〕

次にあげる1から 6 のことがらは，あなたの避難のきっかけ
になりましたか。それぞれ「はい」か「いいえ」かでお答えくだ
さい。

（該当者が 12 人のため省略）

－避難しなかった理由－
第 11 問〔第 9 問で「3. 自宅で，より安全と思う場所に移動した」

「4. 特に何もしなかった」と回答した方に〕
自宅から避難しなかったのはなぜですか。次の 4 つの中から，
最もあてはまるものを 1つ選んでお答えください。

 1. 外に出るのは危険だと思ったから ‥‥‥‥‥‥20.8 ％
 2. 自分の地域は安全だと思ったから ‥‥‥‥‥‥64.5
 3. 周りの人が避難しなかったから ‥‥‥‥‥‥‥ 8.1
 4. どうしたらよいか，わからなかったから ‥‥‥ 3.3
 5. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.0
 6. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.2

該当者＝ 1,084 人

－特別警報発表のタイミング評価－
第 12 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

あなたは，今回の大雨特別警報が出されたタイミングについ
て，どのように思いますか。次の 3 つの中から，1つ選んでお
答えください。

 1. 早すぎた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.3 ％
 2. 適切だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥69.5

 3. 遅すぎた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.1
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11.1

該当者＝ 1,241 人

－特別警報解除のタイミングの評価－
第 13 問〔第 5 問で「1. 知っていた」と回答した方に〕

では，大雨特別警報が解除されたタイミングについては，ど
のように思いますか。次の 3 つの中から，1つ選んでお答えく
ださい。

 1. 早すぎた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.3 ％
 2. 適切だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥74.1
 3. 遅すぎた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.3
 4. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.3

該当者＝ 1,241 人

－特別警報は役立ったか－
第 14 問　あなたは，今回の大雨特別警報は，住民の命を守る

ために役立ったと思いますか，役には立たなかったと思います
か。次の 4 つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 大いに役立った ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20.2 ％
 2. ある程度役立った ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥51.6
 3. あまり役立たなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.6
 4. まったく役立たなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.4
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.1

－自治体の対応評価－
第 15 問　あなたがお住まいの自治体の，台風 18 号の大雨に

関する対応は，十分だったと思いますか，不十分だったと思い
ますか。次の 4 つの中から，1つ選んでお答えください。

 1. 十分だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20.9 ％
 2. どちらかといえば，十分だった ‥‥‥‥‥‥‥40.1
 3. どちらかといえば，不十分だった ‥‥‥‥‥‥15.2
 4. 不十分だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.3
 5. わからない，無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15.5

サンプル構成

全 体
性 年  層

男性 女性 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 69 歳 70 歳以上 無回答
1,809 人 744 1,065 50 169 270 250 439 589 42 
100.0％ 41.1 58.9 2.8 9.3 14.9 13.8 24.3 32.6 2.3 

全 体
男女年層

男性 女性
無回答

20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 69 歳 70 歳以上 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 69 歳 70 歳以上
1,809 人 24 65 117 109 191 223 26 104 153 141 248 366 42 
100.0％ 1.3 3.6 6.5 6.0 10.6 12.3 1.4 5.7 8.5 7.8 13.7 20.2 2.3 

全 体

府県別 職業

福井県
滋賀県

（豊郷町
除く）

京都府
専業主婦や
パートをして

いる主婦
勤めて
いる 無職 農林業や

漁業 自営業
学生

その他
無回答

1,809 人 241 482 1,086 431 514 597 56 155 56 
100.0％ 13.3 26.6 60.0 23.8 28.4 33.0 3.1 8.6 3.1 
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